
社会 第４ 部

ドメイン　 第 ６ 章
|

･̈ ¨¨'T
万I

ＩＣＡＮＮの形成でドメイン名問題は政策的な解決をみた

ド メ イ ン 名 問 題 の 始 まり

インター ネットで 使って いるドメイン名に 関し

て､InterNIC の｡。)ｍ､ Ｊｅt､.ｏrｇの 登 録 と

管 理 を行う契 約 を令 米 科 学 財 団(NSF) と

交 わし たNSI  (Network Solutions.  Inc.)が

1993 年 から 料 金を 取 り始 め た 。そ の 結 米 、

NSI は急 激 な インター ネットの 発 展 の なか で、

膨 人な 利 益を 得 る急 成 長 企 業 として 注|| さ

れ るように なっ た 。

こ のNSI との 契 約 が 独 占 的 で あ ることが

非 難 され 、また、一 般トップ レベ ルド メイン名

( generic Top Level　Domain:ktld)

の 空 間 を増 や すことによって 誰もが 自ら望 む

名 前を 手に 入 れ ることが できるように す べ き

である､ とい う議 論 が 継 続してい た。そ の 問

に、ド メイン 名の 売 買 が 始 まり、知 的 財 産 権

とド メイン名 の 間 の 紛 争 が 生 まれ た。

1 ９９ ８ 年 ま で に 起 こ っ たこ と

1996 年10 月 に 、こ の 事 態 に 対 処 し てド

メイン 名 に 関 す る 混 乱 を 整 理 し て い く方

向 を 決 め るIAHC  (International AdIIoc

Committee: 国 際 暫 定 委 貝 会) が 、IANA

(Internet Assigned Number Authority)

によって 設､y さ れ 、1997 年2 月 にｇＴＬＤ に

関 す る覚 書(gTLD － ＭｏＵ: Memorandom

of Understandings) が 発 表 さ れ た 。

この 流 れ は､IAN  Aがｲﾝﾀｰﾈｯﾄ の 竹 理

組 織として 機 能して きた､ 次 の3 項 目：

十ド メイン 名 管 理

=(21Pアドレ スとΛS 番 り･の 配 布と管 理

３インターネットプ ロトコ ルとＲＦＣの 竹 理

とい う役 割 を、新 た な 竹 理 組 織 に 移 行 し

ようとする 意 図 をもはらんでい た 。

インター ネットがＩＡＮΛを 中 心 に、そ の 竹

理 体 系 を維 持 できたの は √南 カリフ ォルニ ア

人 学 の 情 報 科 学 研 究 所 に 委 託 して 、ジョ

ン･ ホ ステ ル博 士 が 力 を 注 い で きた か らで

あった｡ ホ ステルこそ､ ＵＣＬＡの 大 学 院 学 生

で あ ったARPANET の 始 まり(1969 年) か

らその 突 然 の 死(1998 年10 月16 日) に 至 る

まで､ 生 涯を インターネットの管 理､ 維 持 に 費

やし た 人 である。

IAHC の 提 起したgTLD-MoU は､7 種 類

のgTLD を 新 た に 設 定して 行くことを 決 め 、

公 ず性､ 透 明 性をもとに､NSI の 独 占 を解 体

する 意IXIを持 ってい た｡､7 佃 のgTLD とは 、

.web  (WWW に 関 連 する活 動 を強 調 する組

織 向 け) 、.firm  (ビジ ネス､ あるいは 社 会 向

け) 、.ｎｏｍ( 個 別､ あるいは 個 人 の 名 前 を 希

望 す る 者向 け) 、.ａrt( 文化 的 および 娯 楽 的

活 動 を 強I凋 す る 組 織 向 け 匚shop( ｀11初

は.ｓtｏrｅ、商 品 を販 売 する 企 業 向け)  .info

(情=報 サ ービ スを提 供 する 組 織 向け) 、.rec

(レ クリエ ーションや 娯 楽 的 活 動 を 強 調 する

組 織 向け) であり､ これらの 名 前窄 問 の 拡 人

を､ 複 数 の登 録 事 業 者･を通して 実 現しようと

するものであ った。

ｇＴＬＤ-ＭｏＵに 賛|司す る個 人 、諸 団 体 、

企 業を 募り、署 名を 集めてP ΛＢを組 織し 、ス

イスの ジュ ネーブ に 本 部 が ある 国 際 電 気 通

信 連 介(ITU) に 署 名を 竹 理 す る役 割 を持

た せ 、実 際 の 登 録 業 務 を 批 うグ ル ープ を

CORE と 名 づ け､ 全 体 の 運 営 に 関 するアド

バ イスを 行 う中 立 的 な 絹 織 とし てＰＯＣを

組 織し た､ こ れらは1997 年に 進 行し た 事 柄

である。

ｇＴＬＤ-ＭｏＵ にし た が って、初 め て 米 国

政 府 のiﾓ 導 か ら 離 れ た 、国 際 的 合 意 が イ

ン ター ネット管 理 に 関 して 成､y する 方 向 が

見 え た､I

米 国 政 府 の 態 度

し かし 、米 国 政 府 は 大 統 領 の 上 級 顧 問

で あ る ア イラ・マ ガ ジ ナ ーを 先 頭 にし て 、

電 ｆ 商 取 引 に 関 す る 政 府 の 対 応 、ド メイ

ン 名 の あ り 方に 対 す る 見 解 を 世 界 中 に 求

め 、 米IEI 商 務 省 の ＮＴＩΛ(National

Telect  mmunication　and　lnfo  rｍａtｉｏ ｎ

Agency) で取 りまとめ たレポートを 発 表して

い る。米 閥 政 府 はｇＴＬＤ-ＭｏＵには 賛 同 せ

ず､ 独 自 の 路 線 を取 って､gTLD-Mol; にIl'l:

接 の か か わりを持 とうとす るのかどうか､ ］997

年 には わか らなか った。

1998 年1 月30 日 、ＰＡＢ、ＣＯＲＥ、ＰＯＣ

の 人 々を憤 激 させ るグ リーン ペ ー パ ー が

ＮＴＩΛ か ら 発 表 され た 。そ れ は 、gTLD-

ＭｏＵの 進 め 方を 批 判して､ インターネットが

米|・|政 府 の 力によって生 まれ 青 ったことを強

調し､ ｇＴＬＤ-Ｍ ＯＵの まま進 むと米 国の 独 占

禁 止 法 に抵 触 す る恐 れ が あるから､ インター

ネットガ バナ ンスの 全 体を 改 革して､ 米 国 内

に 本 拠 を置く非 営 利 の 民 問 の 機 関 を新 たに

作 る べ きで あ る 、と提 案 し た 、また7 つ の

ｇＴＬＤを 増 や すことにも否 定 的 であっ た．

グ リ ー ン ペ ー パ ー 批 判

こ の グリーンペ ー パ ーに 対し､ ３月23 川ま

での 期 限 で 意 見 が 求 められ 、匪 界中 からグ

リー ンペ ー パ ー批 判 が 寄 せら れ た。そ の 多

くは、米 国 中 心 主 義 （ＵＳ Cenlrism) を

批 判してい る｡ インター ネッ】ヽは、米 国 政 府 の

援 助 よりも､ エ ンジニ アの ボ ランタリーな 努 力

によって 発 展し たもので あり、WorldWidc-

Web が ヨーロッパ の 核 物 理 学 共 同 研 究 機

関 のＣＥＲＮで 開 発 され た ように 、米 国 の 技

術 だけ では 今 日の 発 展 はありえないし､ 次 慨

代 のIPv6 に 関しては 日 本 の ＷＩＤＥプ ロジェ

クトが６Ｂｏｎｅの 中 心 を11い てい る。す でに|=kl

際 化し 、人 類 の 共 有 財 産 になっている インタ

ー ネットを 再 び 米 国 政 府 の イニシアテ ィブ の

もとに取 り戻し､ そ れ から開 放 す るというが ご

とき態 度 は 許され ない､ とするの であった 。

国 際 匪 論 か ら の 批 判 を 組 み 入 れ て 、

ＮＴＩＡはこの 問 題 に 関 す るホワイトペ ー パー

を6 月511 に 発 表 し た 。そ の 間 に ジョン･ ホ

ス テ ル とア イラ・マ ガ ジ ナ ーとの あ い だ で

数 多 くの 会 合 が 持 た れ 、ネゴ シエ ー ションが

続 いた 。力を 持った 組 織 や 勢 力 は その 影 響

をホワイトペ ー パーに 与 えようとし た。

ホワイトペ ー パ ーは 妥 協の 産 物として 登 場

し たo  IANA に 替 わ る新しい 国 際 組 織 を 作

り､ 米 国 政 府 はこ れに 介 人 せ ず､ これ まで の

民 間 主 導 の 、非 営 利 で ボ ラン テ ィア が 活

躍 してきた 発 展 過 程 を尊 亟する態 度 が 明 ら

か に 示 され た。

IFWP からＩＣＡＮ Ｎの 発 足 へ

ISOC をはじめとして､ ホワ イトペー パー

を 支 持 する 声 明 が 相 次 い で 発 表 され、
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こ れ をベ ー スにし て 議 論 を 進 め て い こう、

イン ター ネットガ バ ナンスの 新 組 織を 作って

い こうとす る 国 際 的 な 動 きが 高 まり、７月 に

IF  WP  (International Forum on White

Paper) が 生 まれて､ 相 次い で 各 地 の 会 議 が

開 催 され た 。

７月 はじ めの ワシントンＤＣに 続 い て、ジュ

ネーブ のINET'98 に 合 わ せ て ミーテ ィン

グ が 持 たれ 、そ の 直 前にはNew ＩＡＮＡ の

Bylaws  (規 約) 案 が 発 表 さ れ た 。そ の な

か で は､New IANA の細 織 として､DNSO

(ド メイン 名 支 持 細 織) 、ＡＳＯ( アドレ ス 支

持 組 織) 、PSO( プ ロトコ ル 支 持 組 織) の3

つ の サポ ーティング･ オーガ ニ ゼ ーションが 設

定 さ れ ることに な り、ド メイン 名 の 闘 題 は

ＤＮＳＯ のな か の 議 論を 取りまとめて 行 くこと

が 明らかとなった 。

ホワ イトペ ーパ ーから始 まるネゴ シエ ーショ

ンと妥 協 の長 い 期 問 が 始 まった。ジュ ネーブ

で は､ ジョン･ ホ ステ ルを 招 いてAPccTLD の

最 初 の ミーティングを 開 き、国 別 コードをド メ

イン 名 にす る 各 国 の 組 織 の 国 際 会 議 が 開

か れ た 。 ジ ュ ネー ブ のIFWP は 、New

ｌΛＮＡに 参 加して 柚 益を 得ようとする勢 力 の

争い である側 面 が|| 立った が､ 議 論 が 進 艇

して 行くにつ れて､ 良 識 的 な線 に収 まって 行

く過 代 が 見られた。この 傾 向 はICANN を 形

成して 行く過 程 の 令 体に 共 通している。

8 月 には､ アジ ア地 域 でＩＦ ＷＰを 開 催す る

ことに なり、シンガ ポ ー ルが そ の 場 所 に 選 ば

れ た、DNSO が 問 題を 多くはらむと見られて

い た が､NSI とＣＯＲＥの ネゴ が 進 んで､ そ の

問を 欧 州 のccTLD 組 織 であ るCENTR が

取り持 つように 見 えた 。

その 後 、IFWP は 南 米 に 向 か い 、アル ゼ

ンチンのブ エ ノスアイレ スで 開 か れ 、最 後 に

ワシントンＤＣで まとめ の 会 議 を開 こうと呼 び

かけ た が､ そ れ が 米 同 政 府とNSI の 問 の 交

渉 が 進 んで いるた め に延 期 され､ そ の 問 に

IC ΛNN  (Internet Corporation for Ａｓsi-

gned Names and Ｎｕｍｂｅrs)という名 の

組 織 名 を含 ん だIANA とNSI が 合 意した 文

占 がBylaws draft 4 として発 表された。これ

が9 月 ド 句 のことである 。

日 本 か ら 、郵 政 竹 が 通 産 省 、文 部 省 、

科 学 技 術 庁 の 意 見 を とりまと め 、Bylaws

Draft ｖ4 に 対 する 意 見を 日 本 政 府 として
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米国 商務 省のＮＴＩＡに宛てて表明した。こ

のことは､1998 年4 月以 来、日本からの政 府

見解が 出されていないと国際的に指弾され

てきたことに応えて初めての公式 文 書が 出

されたという意味を持 つ。

Ｉｃ Ａ Ｎ Ｎ の オ ー プ ン ミ ー テ･fン グ

新IANA と呼 ば れたIc ΛＮＮが 発 足した 。

最 初 の9 名 のボ ードメンバ ーが 指 名 され､ ボ

ードの 議 長と非 営 利 の 会 社 の 社 長 が 選 出

され た。ボ` －ド メンバ ー9 名の うち米 国 から･1

名 、欧 州 が3 名 、ア ジアパ シフィックから2 名

の 割り振 りで ある｡ 微 妙 な バランスをとった 人

事 で､ 陰 で は 各 国 政 府 が 承 認したものと見

られる囗| 本 からは 村 井 純 氏 が 入 った 。

こうした 事 態 が 進 行 す る間に､ 米 国 政 府

の 商 務 竹 が ホワ イトペ ーパ ーに 基 づくＩＡＮΛ

の 提 案を 正 式 に 受 け て､ＩｃＡＮＮを 公 認 す

る 旨 の 返 事 を するといっ たｒ 続 きが 進 行し

た｡ この3 年 間にわたる多くの 試 行 の結 米 が、

今 ようやく始 まろうとす る｡ これを推 進してきた

IANA の ジョン･ ホ ステルはそ の 最 後 の 隨 面

で 死 去した が､ 彼 の 遺 志 は 多くの 友 人 た ち

に受 け 継 が れて いくだろう。

日 月 日 日 に は 、ボ ストン で 初 め て の

ICANN 理 事 会の オープ ンミーティングが 持

た れた､ このとき､3 月に シンガ ポー ルで 開 か

れ るΛPRICOT･99 でICANN ミーティングを

招 くことになった。ICANN の オープ ンミーテ

ィングは､ あらゆる 意 見を聞 き､ それらに 答 え

な がら､ ＤＮs ｏ､ Ａs ｏ 、Ps ｏを作 っていく

分 利･会 を含 んで 進 められ た 。

DNSO の 方 向 と Ａ Ｓ Ｏ とPSO

シンガポ ールの3 月 は､ 長くハ ードな議 論が

続い た が､DNSO の方 向 が 明らか になり､ 大

きな 前 進 を 示し た。DNSO を 構 成 す る全 体

に 参 加 す る 組 織 の 性 格 を ７つ 挙 げ て 、

ｃｃＴＬＤレ ジ ストリ､ 営 利 企 業 組 織､ ドメイン

名を 保 持 す る非 営 利 組 織､gTLD レ ジ スト

リー､ISP と通 信 事 業 者 、レジ ストラ ー、商

標･ 知 的 所 有 権 関 係 者とし た。

ＡＳＯにつ いて は､ アドレ ス管 理･ 配 布 組 織

であるAPNIC 、ARIN 、RIPE ＮＣＣの三 者

(RIRs:Regiona 囗P address Registries)

が 実 績 が あ る た め 、こ れ を 中 心 に し て

ＡＳＯ を 結 成 し 、新 た な 参 加 組 織 を そ の 後

に 加 える 条 件 を 決 めて 行 け ば よい と 考 え

て きた 。し か し そ れ だ け で は 、ICANN の

公 平 性 、透 明 性 に もと る の で は な い か と

言 う議 論 が あり、5 月251｣ か ら の ベ ルリン

で のICANN ミー テ ィン グ で オー プ ンな 議

論 を 行 う。

ＰＳＯ は 、jl 初 か らIAB  (Internet

Architecture Board) を 中 心 に 、IETF

を ベ ー ス に 考 えら れ た が､ 汀 Ｕ-Ｔ など の

プ ロトコ ル 策 定 に 関 わ る 国 際 団 体 とい か

に 協 調 す る か が 鍵 に なる 。

い ず れ に し て も 、1999 年10 月 に は 、

ICANN の 全 容 が 定 まる 。

(高 橋 徹　日 本インターネット協 会 会長)

ボランティアによる10 名

図１　１ＣＡＮＮを中 心としたインターネット 組 織の構 成図( インタ ーネットマ ガジ ン1999 年

2月 号記 事を元 に作 成)
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